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府中市基地跡地留保地利用計画検討協議会等の日程について（案） 

 

 

年度 
検討等を 

予定する項目 
利用計画 
への記載 

協 議 会 PT 備考 

H29 事前準備    第２回協議
会と第３回
協議会（第４
回 PT）の間
に、ワークシ
ョップ等を
予定 

 事前準備 － － 第 1回 

 検討体制・スケジュール × 第 1回 第 2回 

現状の把握    

優位性・課題の把握 ○ 第 2回 第 3回 

土地利用の方針・方向性    

土地利用目標（コンセプト）  ○ 第 2回 第 3回 

土地利用方針 ○ 第 2回 第 3回 

土地利用の導入機能 ○ 第 3回 第 4回 

土地利用の具体化 ○ 第 3回 第 4回 

ゾーニングの方向性    

ゾーニング条件（配置施設規模、配置条件） ○ 第 4回 第 5回 

ゾーニングシミュレーション ○ 第 4回 第 5回 

H30 ゾーニングの方針 

○ 
第 5回～ 
第 10回 

第 6回～ 
第 11回 

「利用計画
案」として、
とりまとめ 
 

整備の方針・方向性 等 

※その他、同時期に策定を進める、立地適正化計画等との調整を随時行います。 

※「利用計画の記載」については、○は検討及び記載、×は検討のみを想定します。 

 

回数 協議会 PT 

第 1回 平成２９年１０月１２日 平成２９年６月５日 

第 2回 平成２９年１１月上旬 平成２９年９月１５日 

第 3回 平成３０年１月中旬 平成２９年１０月中旬 

第 4回 平成３０年３月中旬 平成２９年１２月中旬 

※時期は目安とし、委員各位と調整の上で開催します。第５回以降は、今後調整とします。 



資料１－９ 

2 

 

 

 

府中基地跡地留保地活用検討

プロジェクトチーム

府中市基地跡地留保地利用計

画検討協議会

議会（基地等跡地対策特別委

員会）※ 報告のみ。時期は想定

市民説明会・ワークショップ

等

ニュース作成

検討体制

市民への周知・意見把握

10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成29年 平成30年

作業項目 6月 7月 8月 9月

第2回PT 第3回PT 第4回PT 第5回PT 

第2回検討協議 第3回検討協議会 第4回検討協議会第1回検討協議会

第1回PT 

 

 

 

 

※ 検討状況により、内容を見直すことが想定されます。 

現状の把握 

 
 
土地利用に係る検討を行うにあたり、府

中市及び留保地が抱える優位性・課題など、
検討にあたり把握及び考慮が必要な事項に
ついて改めて整理し把握する。 

 
 

土地利用の方針・方向性 

 
 
 
市民ニーズや行政需要等を整理し、テー

マ別に分析を行った上で留保地の特徴を 
示す一方で、テーマに関わらず共通して 
解決していくべき方針を示し、留保地の 
土地利用目標（コンセプト）、土地利用方針
を定め、具体的な導入機能選定につなげる。 

●  優位性・課題の把握 

●土地利用目標（コンセプト）、土地利用
方針 

PT 第３回 

協議会 第２回 

 

●  ニュース作成 

検討状況や内容を市民に周知

することを目的とし、ニュー

スを作成する。 

（２回：H29.10、H30.3） 

時

期 

テーマ 内容（案） 

10 月 検討協議会開

催 

開催報告、今後スケジ

ュール 

3月 進捗状況 検討経過、今後スケジ

ュール 

 

土地利用の方針・方向性 
 
 
土地利用目標（コンセプト）、土地利用 

方針に基づき、導入すべき機能の方向性を
検討し、導入機能の検討を行う。 

 
 
 
 
土地利用の具体化を目的とし、土地利用

の機能導入について、留保地内を各ゾーン
として区分する各々の名称を含めた具体化
を図る。 

●  土地利用の導入機能 

●  土地利用の具体化 

PT 第４回 

協議会 第３回 

 

【平成２９年度】 

PT 第５回 

協議会 第４回 

 

ゾーニングの方向性 
 
 
具体化された土地利用について、導入する機能

の施設規模や配置条件を整理し、「ゾーニング条
件」としてまとめる。 
 
 
 
 
ゾーニング条件に基づく複数のシミュレーショ

ンを行い、各パターンにおけるメリットや課題を
整理の上、ゾーニング方針の検討につなげる。 

●  ゾーニング条件（配置施設規模、配置条件） 

●  ゾーニングシミュレーション 


